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古
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.日

.エ
ダ
ン
バ
ア
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ォ
に
於
い
て
逝
去
し
た
。
彼
れ
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.、、
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バ
ア
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ク
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及
び
牛
津
の
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大
學
に
遊
び
、
法
雜
を
學
ん
だ
が
之
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以
つ
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と
す
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'
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蘭
に
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彼
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仕
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彼
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熱
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。
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彼
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萬
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築
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萆
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の
問
題
を
取
扱
づ
て
.ゐ
る
外
、 

.財
政
方
面
.の
著
士
し
て
は
、H

in
t
s

 

o
n

 

t
h
e
w

t
a
t
e

 

o
f  o

u
r

 

F
in

a
n
c
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o
r
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o
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P
u
b
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R
e
v
e
n
u
e
v
o
f  

th
e

 

w
r
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h

 

E
m

p
ir

e
,  

1
70 0

5
.
等
が
-^
る
。
殊
に
著
名
な
る
も
の
.は
後
著
で
あ
つ
て
*

そ
は
久
し
く
這
般
の
問
題
に
亂
す
る
生
.要
文
.
 

献
の
一
と
看
做
さ
れ
て
居
つ
た
。

.

へ

:
'

.ニ 

• 
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\ 
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シ
ン 
>
 
レ
ア
が
此
<D
書
の
著
作
に
着
手
.し
た
.は

”
千
.七
首
八
十
四
年
八
月
0

こ
：
と
；で.ぁ

っ

た0,
.彼
れ
は
初
め
想
ひ
现
ら
な
か
づ
た
_

邊
の
困
難
に
逢
着
し
て
宗
詰
め
其
の
著
を
進
行
せ
し
む
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
を
認
，め
、
次
づ
之
れ
が
第
一
及
び
第
二
部
を
公
に
し
、

宰
.に
し
て
是
れ
等
の
部
分
が
好
評
を
赢
ち
得
た
場
合
に
は
>
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o
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F
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o
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t
h
e
C

o
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r
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0
s
t
h
6
r
-

w
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m
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c
c
o
u
n
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o
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0̂.
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0̂.
 

S
c
o
t
la

n
d
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n
d

 

Ir
e

l
a

n
d
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等
の
内
.
 

容
を
有
す
る
第
三
部
に
着
手
せ
ん
こ
と
を
企
圖
し
た
。(

s

p*
, p

p
.  

斯
く
の
如
き
默
|
は
實
現
せ
ら
れ
て
三
部
ょ
り
成
る
柯 

版
は
ー
千
七
百
八
十
九
丨
九
十
年
に
出
版
せ
ら
れ
、更
.ら
に
广
千
八
一
?
〇
三
1

四
年
を
以
つ
て
第
三
版
を
發
兌
す
る
に
茧
つ
た
。

. 

. 

' 

■ 

- 

. 

■ 

- 

-■ 
I

 

■ 

■ 

■ 

■

著
苕
は
本
著
の
劈
頭
に
於
い
て
日

く
，「

一
國
の
力
は
其
の
所
布
す
る
所
'#

に

依

賴

す

る

ご

と

，が

甚

大

で

■な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
國
が
.
 

莫
大
に
し
て
且
つ
債
務
の
羈
絆
な
き
汷
人
を
享
有
せ
ん
か
、
同
國
は
戰
爭
を
續
行
す
る
が
爲
め
に
典
の
臣
段
の
更
ら
に
大
な
る
部
分
を 

.使
菊
す
る
こ
と
を
得
る
か
、
若
し
く
は
典
端
に
惱r

u

る
、
こ
と
の
な
-い
場
合
把
は
、’
平
和
.の
技
術
を
滿
養
.1
.
て
更
ら
に
次
な
石
刹
益
を 

.
取
得
す
る
を
得
可
き
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
、
小
所
得
を
以
つ
て
し
て
は
、

r.

國
は
其
の
人
民
の
勤
務
に
對
し
て
報
酬
を
肩
ふ
る
こ
と

.

 

:

も
、
又
、
其
の
.努
力
を
促
進
す
，る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
つ
て
、
.
そ
は
其
の
.改
良
&

し
て
も
、
防
備
に
對
し
て
も
"
共
に
せ
と
し
て
人
類 

の
自
然
的
活
動
、
若
し
く
は
公
共
的
精
神
に
富
め
る
個
人
の
自
發
的
に
し
て
且
つ
私
愁
な
き
熱
心
に
依
賴
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
^
と
。

.
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，
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3
0
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然
も
、
彼
れ
は
更
ら
に
語
を
續
け
て
言
ふ
、
大
な
る
收
入
の
刺
益
は
如
何
に
夥
し
く
と
も
、
.娃
れ
等
、の
も
の
は
そ
が
腿
迪
な
く
し
て
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を
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つ

て

職

は

る

占

で

t
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。
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と

離
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、

电

れ

Q

I
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目
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し
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献
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な
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，
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往
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、
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詈
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刺
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然
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.
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か
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若

し
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紫

Q
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拙

劣

な

I
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つ
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'
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國

昼

は

減

退

し

、
.I

I

I

議

し

、

.

f

i

s

t

、

而

し

l

i

?

有

す

I

愈

々

へ

大

な

れ

ば

、

其

の

實

際

に

享

有

す

今

所

は

益

々

少

な

か

る

可

き

•で

.1

。

不

幸

に

し

て

現

代

の

歐

洲

に

於

い

て

普

ぐ

一

般

に

行
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_

1

財

政

Q

方

•法

は

.一

般

人

民

を

置

せ

ん

と

す

S

不
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傾

向
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有

す

る

。

攀

麄

委

起

り

つ

而

し

て

勝

I

 

榴

し

て
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れ

が

最

初
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Q
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し
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、
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を
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、
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I

I

屋

っ
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征

、
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恐
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i

.

i

反
し
て
開
始
せ
ら
’れ
、
濫
f

警

皇

つ

'て 

,
&
は

れ

I

X

導

屈

■

似
.っ

て

終

..つ

た

_

s

.

l

f

し

め

ら

れI

費

の

泰

裏

献

察

る

を

f

 
I

f

 

?

'
著
者
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
如
何
な
る
國
に
於
い
.て
も
、
前
述
せ
る
が
如
き
方
法
は
是
れ
迄
に
大
不
列
顚
に
於
け
る
が
如
ぐ
過
度
に
保 

持
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

1

千
六
百
八
十
四
年
か
ら
現
時(

1

千
七
百
.八
十
四
年〕

に
至
る
迄
に
、
同
國
は
一
ヶ
年
凡
そ
二
百
萬 

か
ら
少
く
と
も
ー
；千
五
&
寓
に
其
の
收
人
を
增
加
す
ぶ
の
必
要
に
驅
ら
れ
.た
0,
'
斯
ぐ
0
如
き
负
檐
は
實
際
に
苛
重
：で
は
あ
る
が
、
幸
に 

上
て
掘
家
也
猶
ほ
之
れ
を
忍
ぶ
こ
と
が
出
來
る
。
而
も
、
之
れ
に
鄴
し
て
觅
ら
に
幾
分
大
な
る
附
加
を
行
ふ
時
は
、
そ
は
恐
ら
く
堪
へ
得 

ば
る
も
の
と
爲
る
可
く
ー
而
し
て
、
ど
の
道
*
斯
く
の
如
き
方
法
は
早
晚
全
部
的
破
產
浩
し
く
は
最
も
苛
虐
な
.‘る
.抑

踮

に

終

ら

な

け

れ 

ば
な
ら
ぬ
が
傲
に
、
今
は
恰
も
、
普
くr

般
國
民
.に
取
っ
て
、
如
何
な
る
江
.夫
が
不
名
譽
若
し
く
は
窮
倔
の
危
險
か
ら
英
國
人
及
び
其 

の
.子
孫
を
救
ふ
の
見
込
最
も
大
な
る
か
を
考
察
.ず
可
き
の
秋
で
あ
.る
。
箸
潸
は
斯
く
の
如
き
蜇
婴
な
.る
論
議
忆
際
し
て
マ
般
人
段
の】 

助
た
ら
し
む
石
が
爲
め
に
本
書
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
。.：

G
b

id
.,  

P
.  

4
0

0

 

•
、
.

•

、
 

三

•

英
國
財
政
の
歷
史
的
記
述
を
行
は
ん
と
す
る
に
當
つ
て
は
主
題
ほ
自
か
ら
一
一
部
門
に
.分
た
れ
る
。
第

一

部
は一

千
六
百
八
十
八
牟
の 

光
榮
革
命
以
前
に
於
け
石
英
國
公
收
X

に
關
す
る
も
の
.で
あ
り
、
第一

一
部
id
同
期
以
後
に
於
け
る
英
國
財
政
制
度
に
關
す
る
も
の
■で
あ 

.'る
。
.第

〗

の
，時

代

に

在

っ

て

は

、
、
國

象

の

經

費

は

.主
と
し
て
王
室
の
通
常
の
收
入
に
ょ
っ
て
支
辨
，せ
ら
れ
た
。
何
等
か
の
非
常
稅
が
人 

民
:(
0
上
に
課
せ
ら
'る
、
が
如
き
場
合
は
極
.め
て
稀
れ
に
生
じ
，た
に
過
ぎ
な
か
っ
-た
。
而
し
て
、
斯
く
の
如
き
場
合
に
於
い
て
す
•ち
、
そ

は

價

逆
#

!€
.雄
名
第
由
に
# ：
す
^

；技
時
的.0;
許
溶
«

颯

裏

妨

级

た；^
^
^
^

て
-區
別
せ
ら
れ
る
。
國
象
は
_大

會

社

の

，外

襯

を

取

っ

た

.°
そ
は
當
：油
の
事
仲
及
び
，刻
下
の
緊
切
な
.る
必
要
を
超
ぇ
て
典
の
視
域
を
擴
;!
}
]
|

 

し
た
、
|

そ
は
直
接
の
利
，益
と
等
し
く
遼
遠
の
科
益
を
も
有
す
る
德
制
を
形
欣
し
た
、
j

そ
は
遠
隔
の
所
領
を
開
發
し
、防
鶴
し
、 

若
し
く
は
取
得
す
る
如
爲
め
に
借
金
を
爲
し
« >

而
し
て
そ
は
是
れ
等
.の
，も
の
が
坐
ず
る
に
•至
ら
し
め
.ら
る
可
き
利
益
に
ょ
つ
て
十
分
に
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拂
ひ
戾
さ
る
可
き
I

を
期
待
す
る
。
.
一
時•

讓

は

其

の

贸
f

有
利
ど
考
へ
た
國
民
を
保
護
し
た
、
今

や

、

そ

は

.
一

隣

邦

及

び

一 

競
敵
’
S

業
が
餘
り
に
儉
大
と
爲
る
可
き
を
恐
れ
て
..
戰
ひ
を
交
へ
るo

略
言
す
れ
ば
い
そ
は
其
の
繰
作
の
宜
し
き
S

る
と
否
と
に 

由
づ
：て
、
廣
大
且
つ
强
大
な
る
帝
國
を
領
有
す
る
s

f

爲
る
か
、
诺
レ
く
は
全
然
敗
滅
I

る
.か
の
孰
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

:

木
斷S

I
5

及：
I

大
-の
計
f

 

I

建
.づ
る
も
の
I

る
o
:斯

ぐ

.の
如
ぎ
仕
組
は
果
し
て
麗
奁
で
之
れ
に
半
へ
.る
危
资
に
I

达 

る
利
盆
を
誇
り
得
可
き
で
.あ
る
，か
。(ib

id
.,  

p
p
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ォ
、，

著
者
は
此Q

書Q

把
一
部
に
於
い
て
、
古
代
ブ
T

.

ン
人
に
ょ
つ
T
公
收
入
を
擧
ぐ
る
が
像
め
t
使
爪
せ
ら
れ
た

る

.

^

、

羅
®
人
 

の
*
^
配
下
に
於
け
.る
不
列
顚
の
收
入
"
索
適
人
の
產
下
に
於
け
る
英
證
收
入
、
古
代
英
國
王
室
の
收
入
概
觀
、
ノ
丨
マ
ン
王
淹
治
ド 

に
於
け
る
英
_
Q

收
入
、
讓
蓋
若
し
く
は
プ
ラ
ン
タ
デ
ネ
：ッ
A

Q

統
治
下
に
於
け
る
英
國q

收
入
、
ラ
ン
ヵx

夕
1
及
び
ョ
1 

ク
家
の
治
世
に
於
け
る
英
國Q

收
入
、
チ
-

!
ダ
1
家Q

支
配
下
に
於
け
る
英
國Q

收
入
、
及
びK

チ 

>
ァ
_

ト
家
I

極

ょ

り
 

一
^

六
百
八
十
八
年
Q

I

璧

I

Q

英
國
の
收
人
に
就
い
5

べ
、
< 其
■

一
部
に
於
い
て
、

. 一
S

非
I

?

供
ふ
I

々
な
る 

分

法

、
，
公
*
1
_

(

一

少
‘し
、
其
為
子
を
引
下
ぐ
.る
が
爲
め
に
是
金
に
取
ら
犮
措
置
並
び
i

般
.の
自
的
の
爲
め
S

唱
せ
ら
れ
だ
®-
.
>.
な
^

い
て
述
べ
る
。
ニ
雾
は
此
の
最
後
の
窜
の
結
論
と
し
て
日
く
、「
荷
も
本
章
及
び
藥
に
於
い
.て
論
述
t

れ
た

る

、
雷

を

周

到

に

考

察

せ
る
者
は
恐
ら
く
.

裝

證

i

繁

多

く

■

翁

暴

彥

債

S

ず
る
財
政
組
織
.晶
す
る
吾
人
S

驗s

缺

環
邀

く

も

の
で
あ
る
とM

ふ

寶

I

す
る
で
あ
ら
ぅ
。
我
が
內
閣
の
諸
相
^

公
f

、
斯

く

瘦
.錯
綜
せ
る
迷
I

愛
て
彼
れ
等
を
導
く
可 

き

古

代

隹

現

代

森

け

る
.一.定
國
家
Q

S

を
有
す
乏
と
が
な
か
つ
，

萣

於

い
5
*
:

彼
れ
等
が
其Q

考
察
中
I

げ
る
對 

象
は
、
後
世
？

孫
が=

S
Q

負
證
破
滅
的
な
る
霧
を
抑
止
す
る
S

め
に
如
何
な
る
禁
策
を
適
用
す
f

t

覺
す
可
き
こ
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ぅ
し
て
偷
敦
及
び
，ダ
ブ
リ
ン
に
於
い
て
セ
版
^

ら
1
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ゝ
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十
頁
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ブ
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版
は
ノ
$

四
酉
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十
頁
で
あ
る
。
愛
に
篠
敦
版
の
I

頁
I

眞
版
と
し
て
揭
げ
るo 
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稍
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於

用

Q
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醤
敦
版
'に
據
れ
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あ
る
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『

東
京
火
災
保
險
株
式
會
社
五
十
年
誌』

高

橋

本
書
は
我
が
阈
最
初
の
火
_

險
會
社
た
”る
：の
誇
り
を
#

す
る
東
京
火
災
保
險
蛛
式
':
#

:»
が
、：；̂

§
;:
1

0
_

士
#1
萍
^

記
念
す
^

が 

爲
め
‘に

、
‘昨
年
十
.一
月
を
以
つ
て
出
版
せ
名
四
六
倍
判
本
'文
-四

百

六

十

三

頁

附

錄

ニ

+

八

M-
の
豪
華
版
で
あ
る
。

福
澤
先
坐
が
慶
應
三
年
，十
月
發
兌
の『

西
洋
旅
案
2

附
錄
€>
末
節
に
於
い
で
、「

災
難
請
合
の
事」

ハ
ィ
シ
.ユ
ァ
ラ
ン
5

に
就
い
て 

述
、、へ
、「

災
雛
請
合
と
は
商
人
ぬ
組
合
あ
り
て
、
平
坐
無
事
の
時
に
人
よ
り
割
合
の
金
を
取
り
、
寓
ー
其
■の
人
へ
災
難
あ
れ
ば
、
組
合
よ 

り大卧して、

■•共
の
損
亡
を
救
ふ
仕
法
な
り
。
其
の
大
趣
意
は
•

〗

人
の
災
雛
を
大
勢
に
分
ち
、
顧
か
の
金
を
棄
て
X
大
難
を
遞
る

る
こ
と
あ
名
時
は
\

其
の
損
亡
を
償
ふ
/

火
災
請
合」

の
仕
組
あ
る
こ
と
を
擧
示
し
、
而
し
て
.

『

興
の
請
合
賃
は
家
作
の
岚
否
、«
所
柄 

の
歡
歡
等
に
山
り
て
芘
だ
相
違
あ
る」

こ
七
を
敎
へ
ら
.れ
た
の
は
、
へ
慶
應
三
年
十
月
、
即
ち
今
を
去
^
匕
と
七
十
三
年
の
背
で
あ
つ
た
。 

而
し
て
.、
.明
治
六
年
五
月
に
は
開
拓
使
の
保
護
の
卞
に
設
立
せ
ら
れ
た
保
任
社
.が「

雛

破
儒
霧
負」

の
名
に
よ
つy

 g

上
保
險
琪
業
を 

經
營
•し
て
早
く
我
が
海
上
保
興
福
澤
先
生
の
‘所
謂
っ
海
上
請
合
し
の
先
驅
を
爲
し
ノ
同
十
一
年
ニ
月
.に
は
，取

京

海

上

保

險

會

社

の

创

W

 

を
見
、
^

年
八
月
に
は
其
の
事
業
を
開
始
す
る
の
運
.び
に
至
0
、
’同
じ
ぐ
明
治
十
三
年
に
は
V
,

慶
應
義
熟
の
.大
先
s .
莊
田
平
艽
郞
氏
が

『

來
京
欠
炎
保
險
株
式
會
社
五
十
苹
誌』
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